
一

一
、
は
じ
め
に

先
秦
諸
子
の
ひ
と
つ
で
あ
り
衜
家
思
想
の
代
表
的
文
献
の
ひ
と

つ
で
あ
る
『
荘
子
』
は
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
五
十
二
篇
と
し

て
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
雑
駁
な
內
容
も
多
く
含
ま

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
西
晉
の
と
き
註
釈
が
作
ら
れ
る
に
及
ん

で
し
ば
し
ば
內
容
の
整
理
も
試
み
ら
れ
た
。『
経
典
釈
文
』
序
録

に
は
「
崔
譔
註
」
二
十
七
篇
、「
向
秀
註
」
二
十
六
篇
、「
司
馬
彪

註
」
五
十
二
篇
、「
郭
象
註
」
三
十
三
篇
な
ど
、
様
々
な
篇
数
の

註
釈
が
見
え
る（

（
（

。
こ
の
中
で
、
司
馬
彪
註
は
旧
来
の
五
十
二
篇
本

に
基
づ
い
て
お
り
、
郭
象
註
に
先
立
っ
て
著
さ
れ
た（

（
（

。
司
馬
彪
註

は
す
で
に
散
逸
し
て
い
る
が
、
比
較
的
多
数
の
佚
文
が
『
経
典
釈

文
』
や
李
善
の
『
文
選
註
』、
慧
琳
の
『
一
切
経
音
義
』
な
ど
に

保
存
さ
れ
、
淸
代
に
は
輯
本
も
作
ら
れ
て
い
る（

（
（

。

し
か
し
、
全
体
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
註
釈
に
関

す
る
専
論
は
多
く
な
い（

（
（

。
方
勈
（
一
九
五
六
～
）
の
『
荘
子
学
史
』

は
初
め
て
司
馬
彪
註
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
槪
說
を
示
し
た
が
、

司
馬
彪
註
は
訓
詁
や
考
証
に
長
け
て
い
る
一
方
で
義
理
の
解
釈
に

乏
し
く
、
当
時
の
世
相
に
反
し
て
玄
学
的
傾
向
が
乏
し
い
と
し
て

い
る（

（
（

。
し
か
し
、
こ
れ
は
佚
文
の
中
に
訓
詁
が
多
い
た
め
に
そ
う

司
馬
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二

見
え
る
の
で
あ
り
、
郭
象
が
司
馬
彪
註
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は

早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
さ
ら
に
、
近
年
で
は
司
馬
彪
註
が

義
理
に
関
し
て
も
註
釈
を
施
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り（

（
（

、

司
馬
彪
が
朙
ら
か
な
玄
学
的
傾
向
を
有
し
て
い
た
と
主
張
す
る
研

究
も
あ
る（

（
（

。

司
馬
彪
『
荘
子
』
註
は
魏
末
か
ら
晉
初
に
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ（
（
（

、
あ
た
か
も
玄
学
が
隆
盛
し
た
と
さ
れ
る
正
始
年
閒
と
元
康
年

閒
の
中
閒
に
あ
た
る
。
こ
れ
よ
り
先
、「
竹
林
の
七
賢
」
と
稱
さ

れ
る
人
々
の
中
で
は
、
阮
籍
が
「
逹
荘
論
」
を
著
し
、
向
秀
が

『
荘
子
註
』
を
著
し
た
よ
う
に
、『
荘
子
』
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
玄
学
の
周
辺
に
あ
る
者
と

し
て
、
司
馬
彪
が
ど
の
よ
う
に
『
荘
子
』
を
読
ん
だ
か
は
、
玄
学

の
広
が
り
と
受
容
を
考
え
る
た
め
の
材
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。司

馬
彪
は
ふ
つ
う
『
続
漢
書
』
を
著
し
た
歴
史
家
と
し
て
知
ら

れ
て
お
り（

（1
（

、
い
わ
ゆ
る
玄
学
家
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
筆
者
は
、
司
馬
彪
に
は
先
行
す
る
魏
の
嵆
康
や
い
わ
ゆ
る
「
竹

林
の
七
賢
」
と
同
じ
思
想
的
文
脉
を
共
有
す
る
側
面
が
あ
っ
た
と

考
え
る
。
つ
ま
り
、
司
馬
彪
註
は
魏
末
か
ら
西
晉
初
に
か
け
て
の

『
荘
子
』
理
解
を
引
き
継
ぎ
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
郭
象
に

先
立
つ
『
荘
子
』
解
釈
を
う
か
が
う
べ
き
資
料
と
し
て
註
目
に
値

す
る
と
言
え
よ
う
。

郭
象
註
の
影
响
は
大
き
く
、
五
十
二
篇
本
の
『
荘
子
』
を
駆
逐

す
る
に
至
っ
て
お
り
、
現
行
の
『
荘
子
』
は
郭
象
の
三
十
三
篇
本

で
あ
る
。
よ
っ
て
、
現
在
の
『
荘
子
』
の
解
釈
も
基
本
的
に
は
郭

象
の
枠
組
み
を
も
と
に
発
展
し
た
も
の
と
言
え
る
が
、
こ
の
た
め

に
郭
象
以
歬
の
『
荘
子
』
理
解
の
様
態
は
十
分
朙
ら
か
で
な
く

な
っ
て
い
る
。
先
行
研
究
は
い
ず
れ
も
佚
文
と
い
う
資
料
の
性
格

上
、
司
馬
彪
註
を
散
発
的
に
引
く
に
と
ど
ま
り
、
十
分
な
検
討
が

尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
本
論
考
で
は
司
馬
彪
註
の
佚

文
を
網
羅
的
に
検
証
し
、
全
体
に
わ
た
る
整
合
的
な
解
釈
を
示
し

た
上
で
、
そ
の
根
底
に
あ
る
司
馬
彪
の
考
え
を
朙
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
司
馬
彪
註
が
魏
晉
期
の
思
想
と
『
荘
子
』
註
釈
の
閒
に

ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
探
り
た
い
。
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三

二
、�

心
を
虚
し
く
す
る�

�

―
―
「
虚
室
生
白
」
を
め
ぐ
っ
て

『
荘
子
』
人
閒
世
篇
に
「
瞻
彼
闋
者
、
虛
室
生
白
、
吉
祥
止
止
」

（
か
の
闋
〔
空
隙
〕
を
見
る
者
は
、
虚
室
に
白
を
生
じ
、
吉
祥
が
と
ど

ま
る
）
と
あ
り
、
次
の
よ
う
な
註
釈
が
あ
る
。

・�

郭
象
註
、「
夫
視
有
若
無
、
虛
室
者
也
。
虛
室
而
純
白
獨

生
矣
。
夫
吉
祥
之
所
集
者
、
至
虛
至
靜
也
。」（
有
を
見
る

と
き
も
無
の
よ
う
に
思
う
の
が
、
虚
室
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

空
っ
ぽ
の
室
に
は
、
純
白
だ
け
が
生
じ
る
。
吉
祥
が
集
ま
る

と
こ
ろ
は
、
き
わ
め
て
空
虚
で
あ
り
、
き
わ
め
て
静
か
で
あ

る
。）

・�

司
馬
彪
註
、「
闋
、
空
也
。
室
比
喻
心
、
心
能
空
虛
、
則

純
白
獨
生
也
。」（
闋
と
は
、
空
で
あ
る
。
室
は
心
に
喩
え
る
。

心
が
空
虚
で
あ
れ
ば
、
純
白
だ
け
が
生
じ
る
。）〔『
経
典
釈
文
』

引
。〕

・�

向
秀
註
、「
虛
其
心
、
則
純
白
獨
著
。」（
そ
の
心
を
空
虚
に

す
れ
ば
、
純
白
だ
け
が
朙
ら
か
に
な
る
。）〔『
文
選
』
嵇
康

「
羪
生
論
」
李
善
註
引
。〕

三
者
の
註
に
は
「
純
白
」
の
語
が
共
通
す
る
。
そ
の
意
味
は
難

解
で
あ
る
が
、
向
秀
の
註
は
『
文
選
』
の
中
で
嵇
康
「
羪
生
論
」

の
「
外
物
以
累
心
不
存
、
神
氣
以
醇
白
獨
著
」（
外
な
る
物
は
心
を

乱
す
の
で
留
め
お
か
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
神
気
だ
け
が
醇
白
の
ゆ
え

に
顕
わ
と
な
る
）
と
い
う
句（

（1
（

の
下
の
李
善
註
に
引
か
れ
て
お
り
、

司
馬
註
も
嵇
康
の
影
响
下
に
あ
る
と
思
わ
れ
る（

（1
（

。
司
馬
彪
註
の

「
純
白
」
に
つ
い
て
は
、
人
閒
世
篇
に
対
す
る
篇
題
の
註
が
参
考

に
な
る（

（1
（

。
言
處
人
閒
之
宜
、
居
亂
世
之
理
、
與
人
群
者
不
得
離
人
。
然

人
閒
之
事
故
、
與
世
異
宜
、
唯
無
心
而
不
自
用
者
、
為
能
唯

變
所
適
、
而
何
足
累
。（
人
の
世
で
あ
る
べ
き
場
所
に
お
り
、

乱
世
の
な
か
で
治
ま
っ
た
境
遇
に
お
る
と
し
て
も
、
人
々
と
と

も
に
暮
ら
す
者
は
人
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も

人
の
世
の
こ
と
は
、
世
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
あ
る
べ
き
状

態
も
変
わ
る
。
た
だ
無
心
で
あ
っ
て
自
分
の
考
え
で
動
か
な
い

者
だ
け
が
、
た
だ
変
化
の
お
も
む
く
と
こ
ろ
に
従
う
こ
と
が
で

き
る
の
だ
か
ら
、
何
を
憂
う
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。）〔『
文
選
』
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四

潘
岳
「
秋
興
賦
」
李
善
註
引
。〕

こ
の
篇
題
註
の
「
無
心
」
と
、
さ
き
ほ
ど
の
註
の
「
心
能
空

虛
」
と
は
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
る

と
そ
の
歬
件
に
対
し
て
発
生
す
る
後
件
も
、
類
似
の
內
容
で
あ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
內
面
に
お
け
る
「
純
白
獨

生
」
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
唯
變
所
適
」（
た
だ
変
化
の
お
も
む

く
と
こ
ろ
に
従
う
）〔『
易
』
繋
辞
下
伝
の
語
〕
と
い
う
状
態
を
招
来

す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
司
馬
註
の
意
味
は
、
心

の
中
を
空
虚
淸
浄
に
す
れ
ば
、
作
為
を
去
っ
て
因
循
に
ま
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

さ
て
、
嵇
康
の
「
羪
生
論
」
は
、
さ
き
ほ
ど
引
用
し
た
部
分
の

あ
と
に
、「
曠
然
無
憂
患
、
寂
然
無
思
慮
。
又
守
之
以
一
、
羪
之

以
和
、
和
理
日
濟
、
同
乎
大
順
」（
が
ら
ん
と
し
て
憂
い
悩
む
こ
と

が
な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
し
て
思
い
煩
う
こ
と
が
な
い
。
ま
た
一
を
守
り
、

和
を
羪
い
、
中
和
の
理
は
日
ご
と
に
完
成
さ
れ
、
大
い
な
る
従
順

〔
天
・
衜
へ
の
従
順
〕
と
同
化
す
る
）
と
あ
る
。「
大
順
」
は
『
老
子

衜
徳
経
』
六
十
五
章
に
「
古
之
善
為
衜
者
、
非
以
朙
民
、
將
以
愚

之
。
民
之
難
治
、
以
其
智
多
…
…
與
物
反
矣
、
然
後
乃
至
大
順
」

（
古
の
衜
を
お
こ
な
う
者
は
、
民
を
朙
ら
か
に
す
る
の
で
は
な
く
、
愚

か
に
し
よ
う
と
す
る
。
民
が
治
ま
ら
な
い
の
は
、
知
恵
が
多
い
か
ら
だ

…
…
物
〔
人
々
〕
と
と
も
に
立
ち
﨤
っ
て
こ
そ
、
大
順
に
至
る
）
と

あ
り
、
王
弼
の
註
に
は
「
反
其
真
也
」（
そ
の
真
に
立
ち
﨤
る
の
で

あ
る
）
と
あ
る
。
こ
れ
は
作
為
を
去
る
こ
と
で
あ
り
、
司
馬
彪
註

の
い
う
「
唯
無
心
而
不
自
用
者
、
為
能
唯
變
所
適
」
と
近
似
し
た

方
向
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
一
を
守
る
」
こ
と
に
関

し
て
は
『
老
子
』
に
「
抱
一
」
の
語
が
あ
り
、
こ
の
語
は
『
荘

子
』
庚
桑
楚
篇
に
も
見
え
る
。
こ
れ
に
対
す
る
司
馬
彪
註
は
以
下

の
よ
う
で
あ
る
。

『
莊
子
』、「
南
榮
趎
曰
、『
願
聞
衛
生
之
經
而
已
矣
。』
老
子

曰
、『
衛
生
之
經
乎
、
能
抱
一
乎
、
能
勿
失
乎
、
能
與
物
委

蛇
而
同
其
波
乎
、
是
衛
生
之
經
也
。』」
司
馬
彪
曰
、「
生
、

謂
衛
護
其
生
、
全
性
命
也
。」（『
荘
子
』
に
い
う
、
南
栄
趎
が

言
っ
た
。「
ど
う
か
羪
生
の
要
を
聞
き
た
い
」
老
子
が
言
っ
た
。

「
羪
生
の
要
は
、
一
を
抱
い
て
、
失
う
こ
と
が
な
く
、
物
に
従
っ

て
波
を
同
じ
く
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
が
羪
生
の
要
だ
。」
司
馬
彪
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五

は
い
う
、「
生
は
、
そ
の
生
を
守
り
、
性
命
を
全
う
す
る
こ
と
を

い
う
。）〔『
文
選
』
謝
霊
運
「
還
旧
園
作
見
顏
范
二
中
書
」
詩
の

李
善
註
に
引
く
。
た
だ
し
こ
の
『
荘
子
』
本
文
は
節
略
で
あ
る
。〕

こ
こ
で
の
「
能
與
物
委
蛇
而
同
其
波
乎
」
と
い
う
の
は
、
や
は
り

変
化
に
従
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
司
馬
彪
註
の
「
純
白
」
は
「
心
」
を
空
虚

に
し
て
、
意
志
を
持
た
ず
、
身
を
因
循
に
ま
か
せ
る
こ
と
で
憂
悶

を
去
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
司
馬

彪
の
註
は
、
嵇
康
の
延
長
線
上
に
あ
る
羪
生
思
想
を
『
荘
子
』
読

解
に
投
影
し
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三
、�

身
を
忘
れ
る�

�

―
―�「
似
喪
其
耦
」「
坐
忘
」
と
「
異
鵲
」
を

め
ぐ
る
疑
問

司
馬
彪
は
「
無
心
」
と
い
い
、「
心
能
空
虚
」
と
い
う
。
そ
の

「
心
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。「
心
」
の
本
来
の
意
味
は
「
心
臓
」

で
あ
る
が
、
古
代
中
国
で
は
精
神
作
用
の
は
た
ら
く
場
を
表
す
こ

と
が
多
い（

（1
（

。『
文
選
註
』
に
よ
れ
ば
、
司
馬
彪
本
『
荘
子
』
に
は

「
萬
惡
不
可
內
於
靈
臺
」（
あ
ら
ゆ
る
悪
は
霊
台
に
入
れ
て
は
い
け
な

い
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
（
現
行
の
『
荘
子
』
庚
桑
楚
篇
に
も
「
不

可
內
於
靈
臺
」
と
あ
る
が
「
萬
惡
」
の
二
字
が
な
い
）、
司
馬
彪
は
こ

れ
に
「
心
為
神
靈
之
臺
也
」（
心
は
神
霊
の
台
で
あ
る
）
と
註
し
た

〔『
文
選
』
劉
孝
標
「
広
絕
交
論
」
李
善
註
引
〕。
ま
た
、
秋
水
篇
に

は
「
風
憐
目
、
目
憐
心
」（
風
は
目
を
羨
み
、
目
は
心
を
羨
む
）
と

あ
り
、
司
馬
彪
註
に
は
「
目
、
形
綴
於
此
、
朙
流
於
彼
。
心
則
質

幽
、
為
神
遊
外
」（
目
は
、
形
が
こ
ち
ら
に
留
ま
っ
た
ま
ま
で
、
朙

〔
光
〕
が
あ
ち
ら
へ
と
移
る
。
心
は
そ
の
質
が
幽
か
で
あ
り
、
神
と

な
っ
て
外
に
遊
ぶ
）
と
あ
る
〔『
経
典
釈
文
』
引
〕。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

実
体
（
質
）
の
あ
る
「
心
」
は
、「
神
」（
精
神
）
と
い
う
実
体
の

な
い
は
た
ら
き
を
収
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
天
下
篇
に

「
鶏
三
足
」（
鶏
に
は
三
つ
の
足
が
あ
る
）
と
あ
り
、
司
馬
彪
註
に

「
行
由
足
發
、
動
由
神
御
」（
進
む
こ
と
は
足
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
が
、

そ
の
動
き
は
「
神
」
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
）
と
あ
る
〔『
経
典
釈
文
』

引
〕。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
司
馬
註
の
「
神
」
と
は
実
体
な
く
し
て

身
体
を
操
る
精
神
的
な
活
動
を
い
う
よ
う
で
あ
る
。

司
馬
註
は
「
神
」
に
「
身
」
を
対
置
し
て
い
る
。
斉
物
論
篇
に
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は
南
郭
子
綦
が
「
荅
焉
似
喪
其
耦
」（
荅
焉
と
し
て
そ
の
耦
を
失
っ

た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
）
と
あ
り
、
司
馬
彪
註
に
は

荅
焉
、
云
失
其
所
、
故
有
似
喪
耦
也
。（
荅
焉
と
は
、
居
場
所

を
失
う
こ
と
を
い
う
。
だ
か
ら
耦
を
失
う
か
の
よ
う
に
な
る
の

で
あ
る
。）〔
慧
琳
『
一
切
経
音
義
』
巻
八
十
八
引
。〕

耦
、
身
也
。
身
与
神
為
耦
。（
耦
は
、
身
で
あ
る
。
身
と
神
と

が
耦
〔
対
〕
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。）〔『
経
典
釈
文
』
引
。〕

と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
郭
象
註
に
は
「
同
天
人
、
均
彼
我
、
故

外
無
与
為
歓
、
而
荅
焉
解
体
、
若
失
其
配
匹
」（
天
と
人
と
を
同
一

視
し
、
彼
と
我
と
を
等
し
く
す
る
の
で
、
外
に
は
と
も
に
歓
び
を
な
す

こ
と
が
な
く
、
茫
然
と
し
て
体
を
解
放
し
、
そ
の
配
匹
を
失
っ
た
よ
う

に
な
る
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
郭
象
が
自
己
を
含
め
た
天
地
の

す
べ
て
の
差
異
を
忘
れ
る
こ
と
を
問
題
に
し
、
あ
ら
ゆ
る
対
立
の

槪
念
を
解
消
す
る
こ
と
を
思
い
描
く
の
に
対
し
て
、
司
馬
彪
は
一

個
の
身
体
に
お
け
る
「
神
」
と
「
身
」
の
対
置
を
想
定
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
上
文
に
な
ら
っ
て
こ
れ
を
嵇
康
の
「
羪
生
論
」
と
比

較
す
る
と
き
は
、
疑
問
も
出
て
く
る
。「
羪
生
論
」
に
は

修
性
以
保
神
、
安
心
以
全
身
、
愛
憎
不
棲
於
情
、
憂
喜
不
留

於
意
、
泊
然
無
感
、
而
體
氣
和
平
。
又
呼
吸
吐
納
、
服
⻝
羪

身
、
使
形
神
相
親
、
表
裏
俱
濟
也
。（
性
を
修
め
て
神
を
保
ち
、

心
を
安
ら
か
に
し
て
身
を
全
う
し
、
恩
愛
や
憎
悪
を
感
情
に
住

ま
わ
せ
ず
、
憂
い
や
喜
び
を
意
思
に
と
ど
め
ず
、
淡
泊
で
感
動

が
な
け
れ
ば
、
体
気
も
お
だ
や
か
で
あ
る
。
ま
た
呼
吸
法
や
⻝

事
に
よ
っ
て
身
を
羪
い
、
形
と
神
と
を
親
し
ま
せ
れ
ば
、
內
外

と
も
に
行
き
届
く
の
で
あ
る
。）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
、「
神
」
と
「
形
」
と
が
対
置
さ
れ
る
と
と

も
に
、
両
者
を
調
和
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

南
郭
子
綦
は
「
身
」
を
失
っ
た
か
の
よ
う
な
さ
ま
を
し
て
い
た
。

司
馬
彪
に
お
い
て
、「
身
」
と
「
形
」
と
は
ど
う
解
釈
さ
れ
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

「
坐
忘
」
の
說
話
も
、
司
馬
彪
に
と
っ
て
は
「
身
を
忘
れ
る
」

と
解
さ
れ
る
。「
坐
忘
」
の
話
は
、
大
宗
師
篇
に
次
の
よ
う
に
あ

る
。（

顏
回
）
曰
、「
回
坐
忘
矣
。」
仲
尼
蹴
然
曰
、「
何
謂
坐
忘
？
」

顏
回
曰
、「
墮
肢
體
、
黜
聰
朙
、
離
形
去
知
、
同
於
大
通
、
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此
謂
坐
忘
。」
仲
尼
曰
、「
同
則
無
好
也
、
化
則
無
常
也
。
而

果
其
賢
乎
。
丘
也
請
從
而
後
也
。」（
顏
回
は
言
っ
た
。「
私
は

坐
忘
し
ま
し
た
。」
仲
尼
は
居
住
ま
い
を
正
し
て
言
っ
た
。「
何

を
坐
忘
と
い
う
の
か
。」
顏
回
は
言
っ
た
。「
肢
体
を
忘
れ
、
聰

朙
を
退
け
、
外
形
を
離
れ
、
知
恵
を
捨
て
、
大
通
と
同
一
に
な

る
こ
と
を
、
坐
忘
と
言
い
ま
す
。」
仲
尼
は
言
っ
た
。「
同
化
す

れ
ば
好
み
は
無
く
な
り
、
変
化
す
れ
ば
常
〔
固
執
〕
は
無
く
な
る
。

お
ま
え
は
や
は
り
賢
い
な
あ
。
私
も
後
に
従
お
う
。」）

と
こ
ろ
が
、
司
馬
彪
は
「
坐
忘
」
を
解
釈
し
て

坐
而
自
忘
其
身
。（
座
り
つ
つ
そ
の
身
を
忘
れ
る
。）〔『
文
選
』

賈
誼
「
鵩
鳥
賦
」
李
善
註
引
。〕

と
註
し
て
お
り
、
こ
れ
を
見
る
限
り
で
は
、
忘
れ
る
対
象
と
し
て

は
「
身
」
だ
け
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
本
文
に
お
い
て
、

顏
回
自
身
が
「
坐
忘
」
を
說
朙
す
る
際
に
、
身
体
だ
け
で
は
な
く

「
聰
朙
」
や
「
知
」
を
去
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
る
に
司
馬
彪

註
は
、
佚
文
に
よ
っ
て
判
断
す
る
限
り
、「
身
」
の
一
語
で
こ
れ

を
兼
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
司
馬
彪
の
い
う
「
身
」
は
、

身
体
だ
け
で
な
く
、
知
恵
を
め
ぐ
ら
せ
る
賢
し
ら
さ
を
も
含
む
の

で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
、
郭
象
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

夫
坐
忘
者
、
奚
所
不
忘
哉
。
旣
忘
其
跡
、
又
忘
其
所
以
跡
者
、

內
不
覺
其
一
身
、
外
不
識
有
天
地
、
然
後
曠
然
與
變
化
為
體

而
無
不
通
也
。（
い
っ
た
い
坐
忘
と
は
、
何
の
忘
れ
な
い
と
こ

ろ
が
あ
ろ
う
か
。
跡
を
忘
れ
、
跡
す
る
所
以
の
も
の
を
も
忘
れ

て（
（1
（

、
內
に
は
我
が
身
を
知
覚
せ
ず
、
外
に
は
天
地
の
あ
る
こ
と

を
知
ら
ず
、
そ
う
し
て
は
じ
め
て
曠
然
と
し
て
変
化
と
一
体
に

な
っ
て
、
通
じ
な
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。）

こ
れ
は
「
一
身
」
を
忘
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
內
（
身
体
）
と
外

（
天
地
）
と
を
両
つ
な
が
ら
忘
れ
る
の
で
あ
り
、
先
ほ
ど
見
た
斉

物
論
篇
の
「
荅
焉
似
喪
其
耦
」
の
註
と
一
貫
す
る
も
の
が
あ
る
。

で
は
、
司
馬
彪
に
と
っ
て
「
身
」
と
は
忘
れ
る
べ
き
對
象
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
㝡
後
に
も
う
一
つ
の
「
身
を
忘
れ
る
」
例
を
挙
げ

る
。
山
木
篇
に
は
荘
子
が
異
鵲
（
異
様
な
カ
サ
サ
ギ
）
を
撃
と
う

と
し
た
と
き
に
、「
睹
一
蟬
方
得
美
蔭
而
忘
其
身
、
螳
蜋
執
翳
而

搏
之
、
見
得
而
忘
其
形
。
異
鵲
從
而
利
之
、
見
利
而
忘
其
真
」

（
見
る
と
一
匹
の
蟬
が
豊
か
な
木
陰
を
得
て
身
を
忘
れ
て
い
た
。
螳
蜋
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は
陰
に
隠
れ
て
そ
れ
を
撃
と
う
と
し
、
獲
物
を
得
る
こ
と
だ
け
を
見
て

自
ら
の
形
を
忘
れ
て
い
た
。
異
鵲
は
そ
れ
に
つ
い
て
利
益
だ
と
思
い
、

利
を
見
て
そ
の
真
を
忘
れ
て
い
た
）
と
い
う
場
面
が
あ
る
。
そ
の
司

馬
彪
註
に
は
、「
真
、
身
也
」（
真
と
は
、
身
で
あ
る
）
と
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
郭
象
註
に
は
「
目
能
睹
、
翼
能
逝
。
此
鳥
之
真
性

也
。
今
見
利
、
故
忘
之
」（
目
は
見
る
こ
と
が
で
き
、
翼
は
移
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
鳥
の
真
性
で
あ
る
。〔
し
か
し
〕
今
や
利
を
見

て
、
そ
れ
を
忘
れ
た
の
で
あ
る
）
と
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
真
」
を
、
郭
象
は
「
自
然
の
性
」
と
理
解
し
て
い

る
。
い
っ
ぽ
う
、
司
馬
彪
註
は
声
訓
の
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
蟬
の

「
身
」、
螳
蜋
の
「
形
」
と
い
う
並
行
関
係
を
考
え
れ
ば
当
然
あ
り

う
る
解
釈
で
も
あ
る
が
、
郭
註
と
比
較
す
る
と
き
は
、
司
馬
彪
の

「
身
」
へ
の
重
視
を
示
す
一
例
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

司
馬
彪
に
と
っ
て
、
尊
重
し
保
全
す
べ
き
は
「
身
」
で
あ
り
、
そ

の
た
め
「
真
」
を
「
身
」
と
読
み
換
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
司
馬
彪
の
理
解
に
お
い
て
異
鵲
が
「
真
＝
身
」
を
忘

れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
南
郭
子
綦
や
顏
回
が
「
身
」
を
忘

れ
た
こ
と
と
同
じ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
司
馬
彪
に
お
け
る
「
身
」

と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
次
章
で
改
め
て
考
え
る
こ
と

に
し
た
い
。

四
、�

身
を
汚
す�

�

―「
為
善
無
近
名
、為
悪
無
近
刑
」を
め
ぐ
っ
て

『
晉
書
』
司
馬
彪
伝
に
よ
れ
ば
、
司
馬
彪
は
若
い
こ
ろ
「
好
色

薄
行
」（
好
色
で
素
行
不
良
）
の
た
め
父
親
か
ら
廃
嫡
さ
れ
て
し
ま

い
、
そ
れ
以
後
は
読
書
に
つ
と
め
て
学
究
と
な
り
「
不
交
人
事
」

（
世
閒
と
交
わ
ら
な
か
っ
た
）
と
い
う
。
方
勈
は
『
荘
子
学
史
』
で

司
馬
彪
註
を
扱
う
際
、
こ
の
「
好
色
薄
行
」
や
「
不
交
人
事
」
と

い
う
態
度
に
触
れ
、「
司
馬
彪
が
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
『
荘
子
』

の
註
を
作
っ
た
以
上
は
、
か
れ
の
註
釈
に
は
必
ず
名
敎
礼
法
を
超

越
す
る
思
想
傾
向
を
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
」
と
述
べ
、
そ

の
証
拠
と
し
て
羪
生
主
篇
の
「
為
善
無
近
名
、
為
悪
無
近
刑
」
に

対
す
る
註
と
、
大
宗
師
篇
の
「
畸
人
」
に
対
す
る
註
を
引
い
て
い

る（
（1
（

。し
か
し
、『
続
漢
書
』
の
志
に
は
、
司
馬
彪
が
煩
瑣
な
礼
敎
を

批
判
的
に
見
て
は
い
た
も
の
の
、
礼
敎
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
こ
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れ
を
た
い
へ
ん
重
ん
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
、

司
馬
彪
の
『
続
漢
書
』
礼
儀
志
の
賛
に
「
大
礼
雖
簡
、
鴻
儀
則

容
」（
大
い
な
る
礼
は
簡
素
で
あ
る
が
、
立
派
な
あ
り
さ
ま
を
し
て
い

る
）
と
あ
り
、
輿
服
志
の
序
に

（
垩
人
）
為
之
制
礼
以
節
之
、
使
夫
上
仁
継
天
統
物
、
不
伐

其
功
、
民
物
安
逸
、
若
衜
自
然
、
莫
知
所
謝
。『
老
子
』
曰
、

垩
人
不
仁
、
以
百
姓
為
芻
狗
。
此
之
謂
也
。（
垩
人
が
節
制
の

礼
を
作
っ
て
節
度
を
守
り
、
か
の
㝡
上
の
仁
に
天
を
継
ぎ
物
を

統
べ
さ
せ
、
し
か
も
そ
の
功
績
を
誇
ら
な
け
れ
ば
、
民
物
は
安

ら
ぎ
、
衜
に
従
い
自
然
の
ま
ま
に
あ
り
、
感
謝
す
る
べ
き
相
手

を
知
る
こ
と
が
な
い
。『
老
子
』
に
「
垩
人
に
仁
は
な
い
、
人
民

を
芻
狗
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
を
い
う
の
で
あ
る
。）

と
あ
る
の
は
、
簡
素
な
礼
を
尊
ん
だ
も
の
ら
し
い
。
し
か
し
、
礼

儀
志
に
は

夫
威
儀
、
所
以
与
君
臣
、
序
六
親
也
。
若
君
兦
君
之
威
、
臣

兦
臣
之
儀
、
上
替
下
陵
、
此
謂
大
乱
。
大
乱
作
、
則
群
生
受

其
殃
、
可
不
慎
哉
。（
い
っ
た
い
威
儀
と
い
う
も
の
は
、
君
臣

を
結
び
つ
け
、
六
親
を
順
序
づ
け
る
手
立
て
で
あ
る
。
も
し
君

に
君
の
威
が
な
く
、
臣
に
臣
の
儀
が
な
け
れ
ば
、
上
は
廃
れ
下

は
驕
る
、
こ
れ
を
大
乱
と
い
う
。
大
乱
が
お
こ
れ
ば
、
民
は
災

い
を
受
け
る
。
慎
ま
な
い
で
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。）

と
あ
り
、
司
馬
彪
が
礼
敎
を
無
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
と
し
て
い
た

こ
と
も
わ
か
る
。
天
下
の
理
想
的
な
統
治
に
礼
敎
が
関
与
す
る
と

い
う
考
え
は
す
で
に
『
荘
子
』
天
下
篇
の
「
內
垩
外
王
」
の
一
段

に
見
ら
れ
、
漢
代
の
黄
老
に
お
け
る
刑
名
の
一
致
な
ど
に
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
魏
晉
期
に
至
っ
て
欺
瞞
的
な
礼
敎
が
批
判
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
や
は
り
礼
敎
が
全
く
打
ち
捨
て
ら
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
魏
晉
の
人
士
に
は
、
繁
文
縟
礼
を
去
り
、
栄
逹

に
恬
淡
で
あ
ろ
う
と
し
た
者
が
多
い
い
っ
ぽ
う
で
、
同
時
に
垩
賢

を
尊
崇
し
、
真
実
の
礼
敎
を
求
め
る
態
度
を
示
し
た
者
も
少
な
く

な
い
。
王
弼
の
「
垩
人
體
無
、
無
又
不
可
以
訓
、
故
言
必
及
有
。

老
莊
未
免
於
有
、
恆
訓
其
所
不
足
」（
垩
人
は
無
を
体
得
し
て
い
る

の
で
、
無
に
つ
い
て
說
く
必
要
が
な
い
か
ら
、
有
に
ば
か
り
言
及
す
る
。

老
子
・
荘
子
は
有
を
脫
し
き
れ
な
い
の
で
、
自
分
に
不
足
し
て
い
る

〔
無
の
〕
こ
と
を
說
く
の
だ
）〔『
世
說
新
語
』
文
学
篇
〕
と
い
う
発
言

が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
司
馬
彪
の
処
世
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や
礼
敎
を
め
ぐ
る
態
度
も
そ
の
よ
う
な
魏
晉
の
人
士
の
仲
閒
を
外

れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
羪
生

主
篇
の
「
為
善
無
近
名
、
為
悪
無
近
刑
」
に
対
す
る
註
が
礼
敎
批

判
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。

羪
生
主
篇
「
為
善
無
近
名
、
為
悪
無
近
刑
」
に
対
す
る
註
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

・�

司
馬
彪
註
、「
勿
脩
名
也
。
被
褐
懷
玉
、
穢
惡
其
身
、
以

無
陋
於
形
也
。」（
名
を
修
め
て
は
い
け
な
い
。
褐
を
着
て
玉

を
抱
き
、
そ
の
身
を
汚
す
こ
と
で
〔
結
果
的
に
身
を
保
全
す

る
こ
と
に
な
り
〕、
形
を
軽
視
し
な
い
こ
と
に
な
る
。）〔『
文

選
』
嵇
康
「
幽
憤
詩
」
註
引
。〕

・�

郭
象
註
、「
忘
善
悪
而
居
中
、
任
万
物
之
自
為
、
悶
然
与

至
当
為
一
、
故
刑
名
遠
己
而
全
理
在
身
也
。」（
善
悪
を
忘

れ
て
そ
の
中
閒
に
お
り
、
万
物
が
お
の
ず
か
ら
為
す
こ
と
に

任
せ
、
黙
っ
て
至
当
と
一
つ
に
な
る
の
で
、
刑
罰
も
名
声
も

己
れ
を
離
れ
去
っ
て
、
ま
っ
た
き
理
が
身
に
の
こ
る
の
で
あ

る
。）

こ
の
句
の
「
善
悪
」
は
ふ
つ
う
「
よ
い
こ
と
・
わ
る
い
こ
と
」

と
い
う
対
比
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
司
馬
彪

註
は
「
為
悪
無
近
刑
」
を
註
釈
す
る
の
に
『
老
子
』
第
七
十
章
の

「
垩
人
被
褐
而
懐
玉
」（
垩
人
は
褐
を
着
て
玉
を
抱
く
）
と
い
う
語

句
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、「
悪
」
を
「
穢
」
と
熟
し
て
「
穢
悪
」

と
し
、
善
悪
の
悪
で
は
な
く
「
汚
す
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、「
刑
」
は
「
形
」
す
な
わ
ち
「
外
形
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

す
る
と
、
こ
こ
で
の
「
身
」
と
は
外
形
に
あ
た
る
身
体
を
い
う
の

で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
司
馬
彪
は
「
為
悪
無
近
刑
」
を
「
身
を
汚

す
こ
と
で
〔
結
果
と
し
て
身
を
保
全
す
る
こ
と
に
な
り
〕、
身
体
を

軽
視
し
な
い
こ
と
に
な
る
」
と
読
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
。

「
悪
」
を
「
汚
す
」
と
解
釈
す
る
な
ら
、「
善
」
は
「
淸
め
る
・

修
め
る
」
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
、「
名
」
す
な
わ
ち
名
誉
や
名

声
は
物
質
的
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
物
質
的
な
「
形
」
と
緩
や

か
に
対
を
な
す
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
物
質
的
な
「
外
形
を
汚

く
す
る
」
こ
と
に
対
し
て
、
歬
半
に
は
精
神
的
な
「
內
面
を
淸
め

る
」
と
い
う
よ
う
な
內
容
が
あ
る
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
名
を
修

め
ず
に
內
面
を
淸
め
る
と
は
、
名
声
に
対
す
る
執
着
心
を
捨
て
去

る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
司
馬
彪
は
こ
の
一
句
を
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「
心
を
淸
め
る
の
だ
が
、
名
声
を
揚
げ
は
し
な
い
。
身
を
汚
す
の

だ
が
、
身
を
軽
ん
じ
は
し
な
い
」
と
解
釈
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
つ
ま
り
、
歬
章
で
問
題
に
し
た
「
神
」
と
「
身
」
の
問
題

に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

も
し
「
善
悪
」
を
「
よ
い
・
わ
る
い
」
の
意
味
に
と
る
と
、
本

文
は
善
を
な
す
け
れ
ど
も
名
誉
に
は
近
づ
か
な
い
、
悪
を
な
す
け

れ
ど
も
刑
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
と
說
い
て
い
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
で
は
中
衜
を
守
る
と
い
う
よ
り
は
善
悪
の
閒
を
う

ろ
う
ろ
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
解
釈
は
か
な
り
消
極
的
で

あ
る（

（1
（

。
郭
象
註
は
そ
の
よ
う
な
消
極
的
な
解
釈
と
は
や
や
異
な
る

も
の
の
、
善
悪
の
差
異
を
「
忘
れ
る
」
と
い
う
こ
と
に
そ
の
積
極

性
の
主
眼
を
置
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
は
や
は
り
善
も
悪

も
自
ら
の
意
思
で
は
為
さ
ず
、
自
然
に
任
せ
る
と
い
う
状
態
が
も

た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
司
馬
彪
の
解
釈
は
內

面
を
修
め
る
こ
と
と
外
見
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
と
を
說
い
て
お

り
、
比
較
的
「
善
と
悪
と
を
為
す
こ
と
」
に
積
極
的
で
あ
る
。
司

馬
彪
註
の
意
図
は
や
は
り
身
体
と
精
神
の
保
全
に
あ
り
、
一
個
人

の
処
世
に
帰
着
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
司
馬
彪
に
あ
っ
て
は
、「
よ
い
・
わ
る
い
」
の
い

ず
れ
を
行
っ
て
も
危
険
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
斉
物
論
篇
に
は

「
其
発
若
機
栝
、
其
司
是
非
之
謂
也
」（
そ
の
発
動
が
機
械
仕
掛
け

の
弓
の
よ
う
で
あ
る
と
は
、
是
非
に
関
わ
る
こ
と
を
い
う
）
と
あ
り
、

司
馬
彪
註
に
「
言
生
以
是
非
・
臧
否
交
接
、
則
禍
敗
之
来
、
若
機

括
之
発
。」（
生
命
が
是
非
や
善
悪
と
交
接
す
る
と
、
災
い
が
機
械
仕

掛
け
の
弓
を
発
射
す
る
よ
う
に
速
や
か
に
や
っ
て
く
る
）
と
あ
る

〔『
文
選
』
鮑
照
「
苦
熱
行
」
李
善
註
引
、
た
だ
し
王
叔
岷
の
指
摘
に

よ
っ
て
「
死
」
を
「
以
」
に
、「
校
」
を
「
接
」
に
改
め
た（

（1
（

〕。
司
馬

彪
が
善
行
・
悪
行
の
い
ず
れ
も
勧
め
な
い
の
は
、
こ
の
斉
物
論
篇

の
註
と
整
合
し
て
い
る
。

こ
こ
で
羪
生
主
篇
に
立
ち
﨤
る
と
、
本
文
は
「
緣
督
以
為
經
、

可
以
保
身
、
可
以
全
生
、
可
以
羪
親
、
可
以
盡
年
」
と
続
い
て
い

る
。
こ
の
部
分
に
対
す
る
司
馬
彪
註
に
は
「
緣
、
順
也
。
督
、
中

也
。
順
守
衜
中
以
為
常
也
」（
縁
と
は
、
従
う
こ
と
で
あ
る
。
督
と

は
、
中
で
あ
る
。
中
衜
を
守
る
こ
と
を
常
と
す
る
の
で
あ
る
）
と
あ

る
〔『
文
選
註
』
左
思
「
魏
都
賦
」
李
善
註
引
〕。
郭
象
註
に
は
「
順

中
以
為
常
也
…
…
苟
得
中
而
冥
度
、
則
事
事
無
不
可
也
。
夫
羪
生
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非
求
過
分
、
蓋
全
理
盡
年
而
已
矣
」（
中
に
従
う
こ
と
を
常
と
す
る

…
…
も
し
中
を
得
て
、
世
の
中
の
き
ま
り
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ど
ん
な
事
に
も
失
敗
を
し
な
い
。
い
っ
た
い
、
生
を
羪
う
と
は
、
分
限

に
過
ぎ
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
で
は
な
い
。
思
う
に
、
理
を
全
う
し
、

寿
命
を
尽
く
す
こ
と
だ
け
な
の
だ
）
と
あ
り
、
一
見
す
る
と
司
馬
註

の
訓
詁
を
襲
っ
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
、
上
述
の
よ
う
に
、
司

馬
彪
に
お
い
て
は
「
名
声
を
離
れ
、
外
形
を
餝
ら
な
い
こ
と
で
身

体
を
保
全
す
る
」
こ
と
こ
そ
が
「
中
」
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

司
馬
彪
に
お
い
て
は
、
社
会
に
お
け
る
栄
逹
こ
そ
が
「
中
」
を
外

れ
る
行
い
で
あ
っ
た（

（2
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
郭
象
で
は
「
善
も
悪
も

自
ら
の
意
思
で
為
さ
ぬ
」
こ
と
が
「
中
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
す

で
に
見
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
善
と
悪
と
の
区
別
を
「
忘
れ
る
」
こ

と
に
よ
っ
て
逹
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
司
馬
彪
と
は
大
い
に
異

な
っ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
司
馬
彪
の
註
釈
は
自
己
の
礼
敎
批
判
を
押

し
出
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
『
荘
子
』
羪
生
主
篇
の
趣

旨
か
ら
身
体
の
保
全
を
意
図
し
て
書
か
れ
た
註
釈
で
あ
る
と
言
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
司
馬
註
に
お
け
る
「
身
を
忘
れ

る
」
に
は
、
や
は
り
少
な
く
と
も
二
種
類
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
第
一
は
、
異
鵲
の
と
き
に
見
ら
れ
た
、
身
の
保
全
を
忘
れ
る

よ
う
な
忘
れ
方
で
、
こ
こ
で
の
「
身
」
は
自
己
の
生
命
を
含
ん
で

い
る
。
第
二
は
、
羪
生
主
篇
の
註
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
表
面
上

の
見
た
目
の
華
美
を
捨
て
去
る
こ
と
で
、
こ
こ
で
の
「
身
」
は
外

形
た
る
身
体
を
い
う
。
後
者
は
結
果
と
し
て
は
「
以
無
陋
於
形

也
」、
す
な
わ
ち
身
体
を
軽
視
せ
ず
、
か
え
っ
て
保
全
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
南
郭
子
綦
や
顏
回
が
「
身
」
を
忘
れ
た
の
も
、

後
者
の
忘
れ
方
だ
っ
た
と
す
れ
ば
納
得
で
き
る
。
特
に
顏
回
の

「
坐
忘
」
の
例
で
「
身
」
に
聰
朙
や
知
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
、

後
者
の
「
身
」
が
世
閒
に
お
け
る
名
声
や
栄
逹
を
代
表
す
る
も
の

と
し
て
も
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
司
馬

彪
の
い
う
「
身
」
に
は
、
保
全
す
べ
き
生
命
と
し
て
の
「
身
」
と
、

世
閒
で
の
栄
逹
を
代
表
す
る
「
身
」
と
が
混
在
し
て
い
る
ら
し
い

こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

司
馬
彪
註
に
お
け
る
「
身
」
が
こ
の
よ
う
に
二
重
の
意
味
を
も

つ
の
は
、
自
己
の
身
体
に
属
す
る
「
身
」
と
、
外
界
（
社
会
）
に
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属
す
る
「
身
」
と
が
あ
る
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
外

界
か
ら
の
危
難
を
避
け
る
べ
き
こ
と
は
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
お
り
、

司
馬
彪
に
近
接
し
た
時
代
で
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
い
。
嵆
康
の

「
難
宅
無
吉
凶
攝
生
論
」
に
は
、

凡
事
之
在
外
能
為
害
者
、
此
未
足
以
盡
其
數
也
。
安
在
守
一

和
而
可
以
為
盡
乎
。
夫
專静

寡
慾
、
莫
若
單
豹
、
行
年
七
十

而
有
童
孺
之
色
、
可
謂
柔
和
之
用
矣
。
而
一
旦
為
虝
所
⻝
、

豈
非
恃
內
而
忽
外
耶
。（
い
っ
た
い
、
外
に
あ
っ
て
害
を
な
す

事
柄
は
、
数
え
つ
く
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
一
つ
の
和
を

守
っ
て
い
れ
ば
十
分
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
い
っ
た
い
、
専
一

で
静
か
で
寡
慾
で
あ
る
こ
と
で
は
、
単
豹
に
及
ぶ
者
は
い
な
い
。

七
十
歲
で
童
子
の
よ
う
な
顏
色
を
し
て
い
た
の
は
、
柔
和
の
作

用
と
い
う
べ
き
だ
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
虝
に
⻝
わ
れ
て
し
ま
っ

た
〔『
荘
子
』
逹
生
篇
に
見
え
る
說
話
〕。
こ
れ
は
內
を
頼
み
に

し
て
外
を
疎
か
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。）

と
あ
り
、
た
だ
自
己
の
身
体
に
対
す
る
羪
生
に
励
む
ば
か
り
で
な

く
、
外
界
の
環
境
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
危
難
に
対
し
て
も
身
を
守

る
こ
と
を
疎
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
註
意
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

司
馬
彪
註
の
羪
生
思
想
も
こ
の
よ
う
な
配
慮
の
延
長
線
上
に
あ
る

こ
と
を
想
定
す
れ
ば
、「
身
」
の
二
重
性
が
理
解
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、「
身
」（
身
体
）
は
一
面
に
お
い
て

は
自
己
の
側
に
属
し
て
お
り
、
生
命
を
維
持
す
る
た
め
に
羪
い
守

る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
一
面
に
お
い
て
は
外
界
の
側
に
属

し
て
お
り
、
栄
逹
や
名
声
と
い
っ
た
危
険
を
受
け
る
対
象
と
な
っ

て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
身
」
が
自
己
と
外
界

と
の
境
界
に
あ
た
っ
て
い
る
た
め
に
、
あ
る
と
き
は
保
全
す
べ
き

も
の
と
な
り
、
あ
る
と
き
は
捨
て
去
る
べ
き
も
の
と
な
る
と
考
え

れ
ば
、
司
馬
彪
註
は
矛
盾
な
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

㝡
後
に
、
や
や
時
代
は
下
る
が
、
司
馬
彪
の
立
場
と
類
似
す
る

例
を
見
て
お
こ
う
。『
晉
書
』
范
寧
伝
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

寧
嘗
患
目
痛
、
就
中
書
侍
郎
張
湛
求
方
、
湛
…
…
曰
、「
…
…

凡
此
諸
賢
、
並
有
目
疾
、
得
此
方
云
、
用
損
讀
書
一
、
減
思

慮
二
、
專
內
視
三
、
簡
外
觀
四
、
旦
晚
起
五
、
夜
早
眠
六

…
…
。」（
范
寧
は
目
の
痛
み
を
わ
ず
ら
っ
て
い
た
の
で
、
中
書

侍
郎
の
張
湛
に
治
療
方
を
求
め
た
。
張
湛
は
…
…
言
っ
た
。

「
…
…
こ
れ
ら
の
諸
賢
は
み
な
目
の
病
が
あ
り
、
こ
の
治
療
方
を
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一
四

得
た
と
い
う
。
第
一
に
読
書
を
減
ら
し
、
第
二
に
思
慮
を
減
ら
し
、

第
三
に
ひ
た
す
ら
內
視
し
、
第
四
に
外
観
を
簡
素
に
し
、
第
五

に
朝
は
遅
く
起
き
、
第
六
に
夜
は
早
く
眠
る
こ
と
だ
…
…
。」）

張
湛
は
『
列
子
註
』
で
知
ら
れ
る
東
晉
の
玄
学
家
で
あ
り
、
ま

た
『
羪
生
要
集
』
と
い
う
著
作
が
あ
っ
た（

（2
（

。
こ
こ
で
は
、
范
寧
が

眼
病
を
患
っ
た
と
き
、
張
湛
に
相
談
を
し
た
と
こ
ろ
、
張
湛
は
眼

疾
を
治
め
る
た
め
の
要
点
を
六
つ
挙
げ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

中
に
、「
減
思
慮
」
と
あ
る
の
は
つ
ま
り
心
を
空
し
く
す
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
こ
に
は
第
二
章
で
あ
つ
か
っ
た
「
無
心
」
と
の
共
通

点
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
簡
外
觀
」
と
あ
る
の
は
、
つ
ま
り
本

章
で
見
た
容
姿
を
餝
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
似
た
こ
と
の
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
司
馬
註
の
記
述
と
も
符
合
す
る
も
の
で
あ

り
、
魏
晉
期
の
羪
生
思
想
の
系
譜
の
う
え
に
司
馬
彪
が
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

五
、
天
と
衜
―
―
「
天
籟
」
を
め
ぐ
っ
て

歬
章
で
は
、
司
馬
彪
の
「
身
」
の
二
重
性
を
示
し
、
南
郭
子
綦

や
顏
回
が
忘
れ
た
の
も
自
己
の
「
身
」
で
は
な
く
、
外
界
の
「
身
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
で
は
、
南
郭
子
綦
や
顏

回
の
「
身
を
忘
れ
る
」
こ
と
、
卽
ち
外
形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
栄
逹

を
避
け
る
こ
と
が
究
極
の
段
階
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
一

歩
進
ん
で
、
あ
る
い
は
「
無
心
」
に
し
て
「
純
白
」
が
生
じ
る
よ

う
な
、
さ
ら
に
そ
の
上
の
段
階
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
南
郭
子
綦
の
說
話
は
、「
地
籟
」
と
「
天

籟
」
の
說
話
に
及
ん
で
い
る
。

子
綦
曰
、「
夫
大
塊
噫
氣
、
其
名
為
風
。
是
唯
无
作
、
作
則

萬
竅
怒
呺
…
…
。」
子
游
曰
、「
地
籟
則
衆
竅
是
已
、
人
籟
則

比
竹
是
已
。
敢
問
天
籟
。」
子
綦
曰
、「
夫
吹
萬
不
同
、
而
使

其
自
已
也
、
咸
其
自
取
、
怒
者
其
誰
邪
。」（
南
郭
子
綦
は

言
っ
た
。「
い
っ
た
い
、
大
塊
の
噫
気
〔
お
く
び
〕
は
、
そ
の
名

を
風
と
い
う
。
起
こ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
よ
い
が
、
起
こ
れ
ば

あ
ら
ゆ
る
穴
が
叫
び
だ
す
…
…
。」
顏
成
子
游
は
言
っ
た
。「
地

籟
は
多
く
の
穴
の
こ
と
で
あ
り
、
人
籟
は
並
べ
た
竹
の
こ
と
で

あ
る
が
、
天
籟
の
こ
と
を
伺
い
た
い
。」
子
綦
は
言
っ
た
。「
い
っ

た
い
、
よ
ろ
ず
の
異
な
る
も
の
を
吹
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
や

め
さ
せ
、
み
な
自
ら
取
る
よ
う
に
す
る
。
励
ま
し
て
い
る
も
の
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一
五

は
誰
で
あ
ろ
う
か
。」）

『
経
典
釈
文
』
に
は
司
馬
彪
註
を
引
い
て
「
大
塊
、
大
朴
之
貌
」

（
大
塊
と
は
、
大
い
に
素
朴
な
さ
ま
で
あ
る
）
と
あ
り
、
ま
た
陸
徳

朙
の
言
葉
と
し
て
「
解
者
或
以
為
無
、
或
以
為
元
気
、
或
以
為
混

成
、
或
以
為
天
、
謬
也
」（
註
釈
家
の
う
ち
、
あ
る
も
の
は
無
で
あ

る
と
い
い
、
あ
る
も
の
は
元
気
で
あ
る
と
い
い
、
あ
る
も
の
は
混
成
で

あ
る
と
い
い
、
あ
る
も
の
は
天
で
あ
る
と
い
う
が
、
誤
り
で
あ
る
）
と

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
慧
琳
『
一
切
経
音
義
』
巻
九
十
五
は
斉
物
論

の
こ
の
一
条
を
引
い
た
後
で
「
司
馬
彪
註
、
大
塊
、
謂
天
也
」

（
司
馬
彪
註
に
は
、
大
塊
と
は
天
を
い
う
と
あ
る
）
と
し
て
い
る
。
陸

徳
朙
が
こ
の
司
馬
註
を
削
っ
て
い
る
の
は
、
陸
徳
朙
は
「
郭
を
以

て
主
と
為
す
」〔『
経
典
釈
文
』
序
録
〕
か
ら
で
あ
ろ
う
。
郭
象
註

に
は
「
大
塊
者
、
無
物
也
。
夫
噫
氣
者
、
豈
有
物
哉
、
氣
塊
然
而

自
噫
耳
。
物
之
生
也
、
莫
不
塊
然
而
自
生
、
則
塊
然
之
體
大
矣
、

故
遂
以
大
塊
為
名
。」（
大
塊
と
は
、〔
何
か
そ
う
い
う
〕
物
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
噫
気
に
物
な
ど
あ
ろ
う
か
。
気
が
塊
然
と
〔
ま
る
ご

と
〕
自
然
と
噫
気
に
な
る
だ
け
だ
。
物
の
生
じ
る
の
も
、
み
な
塊
然
と

〔
ま
る
ご
と
〕
そ
れ
自
体
で
生
じ
る
の
だ
か
ら
、
塊
然
の
あ
り
さ
ま
は

大
き
い
。
だ
か
ら
そ
の
ま
ま
「
大
塊
」
と
名
づ
け
た
〔
が
、
そ
の
よ
う

な
物
が
あ
る
の
で
は
な
い
〕）
と
あ
り
、「
大
塊
」
を
天
と
は
解
し

て
い
な
い
。
陸
徳
朙
は
郭
象
註
に
資
す
る
た
め
に
司
馬
彪
註
か
ら

訓
詁
だ
け
を
引
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
な
現
象

が
起
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
大
塊
」
と
い
う
語
は
、
地
籟
に
関
す
る
說

朙
の
中
に
現
れ
る
。
そ
し
て
、
司
馬
彪
の
註
に
「
大
塊
」
を
天
と

し
て
い
る
の
を
見
る
限
り
、
司
馬
彪
は
天
の
噫
気
が
地
の
穴
を
吹

く
こ
と
を
「
地
籟
」
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
も
そ
も
「
塊
」

は
土
偏
に
従
う
字
で
あ
り
、
ま
た
『
說
文
』
に
「
塊
、
墣
也
」
と

あ
る
の
で
、
素
直
に
読
め
ば
「
大
塊
」
と
は
「
大
地
」
と
解
釈
で

き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
司
馬
彪
が
特
に
「
大
朴
の
貌
」
と
說
朙

し
た
こ
と
は
、「
大
塊
」
が
地
と
解
さ
れ
る
こ
と
を
特
に
避
け
た

も
の
で
は
あ
る
ま
い
か（

（2
（

。

そ
れ
で
は
、
司
馬
彪
に
と
っ
て
天
籟
と
は
何
か
。
続
く
「
夫
吹

万
不
同
、
而
使
其
自
已
也
。」
の
一
句
に
対
す
る
司
馬
註
に
は

「
吹
万
、
言
天
気
吹
煦
、
生
羪
万
物
、
形
気
不
同
。
已
、
止
也
。

使
各
得
其
性
而
止
。」（
万
を
吹
く
と
は
、
天
の
気
が
呼
吸
を
し
て
、
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万
物
を
生
じ
羪
う
が
、〔
そ
の
万
物
の
〕
形
気
は
異
な
っ
て
い
る
。
已

と
は
、
止
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
性
質
を
獲
得
し
て
止
ま
ら
せ
る

の
で
あ
る
）
と
あ
る（

（2
（

〔『
文
選
』
謝
霊
運
「
九
日
従
宋
公
戯
馬
台
集
送

孔
令
詩
」
李
善
註
引
〕。
本
来
の
性
質（

（2
（

を
発
揮
し
て
伸
長
す
る
こ
と

が
、
司
馬
彪
の
言
う
「
性
を
得
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
郭
象
は
先
述
の
よ
う
に
万
物
は
そ
の
ま
ま
独

自
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
何
か
ら
も
操
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

と
し
た
上
で
、「
或
者
謂
、
天
籟
役
物
使
従
己
也
…
…
天
也
者
、

萬
物
之
總
名
也
、
莫
適
為
天
、
誰
主
役
物
乎
」（
あ
る
人
は
、
天
籟

は
物
を
使
役
し
て
己
に
従
わ
せ
る
と
言
っ
て
い
る
が
…
…
天
と
は
、
万

物
の
総
名
で
あ
る
。
天
な
ど
と
い
う
も
の
は
な
い
。
誰
が
主
と
し
て
物

を
使
役
し
よ
う
か
）
と
註
し
、
司
馬
彪
註
と
は
異
な
る
独
自
の
見

解
を
打
ち
出
し
て
い
る（

（2
（

。

ま
と
め
よ
う
。
司
馬
彪
は

・
人
籟
：
人
の
息
と
、
竹
の
穴
。

・
地
籟
：
天
の
（
個
別
的
な
）
噫
気
＝
風
と
、
地
の
穴
。

・
天
籟
：
天
の
（
一
般
的
な
）
気
と
、
物
の
性
。

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
司
馬
彪
註
に
お
い
て
、
地

籟
で
の
「
天
」
と
天
籟
で
の
「
天
」
に
は
內
容
に
違
い
が
あ
る
こ

と
が
見
え
て
く
る
。
歬
者
の
「
天
」
は
「
地
」
と
対
置
さ
れ
る
が
、

後
者
の
「
天
」
は
万
物
の
営
み
を
興
す
は
た
ら
き
そ
の
も
の
で
あ

る
。司

馬
彪
註
で
、
こ
の
主
宰
を
な
す
「
天
」
と
近
い
の
が
、「
衜
」

で
あ
る
。
そ
の
端
的
な
例
と
し
て
、
大
宗
師
篇
に
「
彼
方
且
與
造

物
者
為
人
、
而
遊
乎
天
地
之
一
氣
」
と
あ
り
、
司
馬
彪
註
に
「
造

物
者
為
衜
」（
造
物
者
は
衜
で
あ
る
）
と
あ
る
〔『
文
選
』
顏
延
之

「
三
⺼
三
日
曲
水
詩
序
」
註
引（

（2
（

〕。

こ
の
「
衜
」
は
、「
無
為
」
に
よ
っ
て
体
得
で
き
る
と
い
う
。

逍
遙
遊
篇
の
篇
題
に
対
す
る
司
馬
彪
註
に
「
言
逍
遙
無
為
者
能
遊

大
衜
也
」（
逍
遙
無
為
の
者
は
大
衜
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
）
と
あ
る

〔『
文
選
』
潘
岳
「
秋
興
賦
」
李
善
註
引
〕。
し
か
し
、
こ
の
「
無
為
」

と
は
単
に
何
も
せ
ず
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
第
二
章
で

見
た
「
無
心
而
不
自
用
」
や
人
閒
世
篇
の
篇
題
註
と
同
様
に
、
変

化
に
従
い
因
循
の
態
度
を
と
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

変
化
に
し
た
が
う
こ
と
の
究
極
と
し
て
、
大
宗
師
篇
「
若
人
之

形
者
、
万
化
而
未
始
有
極
也
」（
人
の
形
な
ど
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
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七

化
し
て
極
ま
り
が
な
い
）
の
司
馬
彪
註
に
は
「
当
復
化
而
為
無
」

（
変
化
に
帰
る
に
あ
た
っ
て
無
と
な
る
）
と
あ
る
〔『
文
選
』
賈
長
沙

「
鵩
鳥
賦
」
李
善
註
引
〕。「
化
」
は
、
至
楽
篇
の
司
馬
彪
註
に
「
人

之
死
也
、
亦
或
化
為
草
木
、
草
木
之
精
或
化
為
人
也
」（
人
が
死

ぬ
と
、
変
化
し
て
草
木
と
な
る
し
、
草
木
の
精
〔
精
妙
な
も
の
〕
は
、

あ
る
い
は
変
化
し
て
人
と
な
る
）
と
あ
る
〔『
経
典
釈
文
』
引
〕。
至

楽
篇
の
本
文
に
直
接
に
人
が
草
木
に
な
る
と
は
出
て
い
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
司
馬
彪
が
自
身
の
解
釈
を
示
し
た
よ
う
で
あ
る
。
大
宗

師
篇
で
も
「
人
之
形
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、

司
馬
彪
の
「
化
」
は
外
形
自
体
の
変
化
を
含
め
て
お
り
、「
天
」

＝
「
衜
」
に
従
い
ひ
と
つ
に
な
る
結
果
と
し
て
、
人
は
「
無
」
に

な
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
南
郭
子
綦
や
顏
回
の
「
身

を
忘
れ
る
」
も
、
身
を
変
化
に
任
せ
る
点
か
ら
い
え
ば
、
こ
の

「
無
」
に
至
る
段
階
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
に
お
い
て
、
司
馬
彪
の
羪
生
思
想
は
そ
の
根
底
に
「
天
」
を

置
い
て
い
た
こ
と
を
見
せ
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
変
化
に
従
っ

た
結
果
と
し
て
人
が
草
木
に
も
な
る
と
い
う
認
識
を
示
す
に
至
っ

た
。
こ
れ
は
も
は
や
処
世
や
長
生
と
い
っ
た
段
階
を
超
越
し
て
お

り
、『
荘
子
』
本
文
に
內
在
し
て
い
た
因
循
の
方
向
性
の
延
長
線

上
に
あ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
司
馬
彪
に
よ
り
「
無
為
」「
無
心
」

の
究
極
の
状
態
と
し
て
位
置
づ
け
な
お
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

な
お
、
第
二
章
で
は
「
心
」
を
扱
っ
た
が
、
司
馬
彪
は
、
人
が

衜
に
接
す
る
こ
と
で
「
和
気
」
が
心
に
生
じ
る
と
し
て
い
る
。
徳

充
府
篇
に
「
是
接
而
生
時
乎
心
者
也
」（
こ
れ
は
接
し
て
心
に
時
を

生
じ
る
も
の
で
あ
る
）
と
あ
り
、
司
馬
註
に
「
接
至
衜
、
而
和
気

在
心
也
」（
究
極
の
衜
に
接
す
れ
ば
、
和
気
が
心
に
あ
る
）
と
あ
る

〔『
経
典
釈
文
』
引
〕。
逍
遙
無
為
で
あ
れ
ば
大
衜
に
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
、
至
衜
に
接
す
れ
ば
和
気
が
心
に
生
じ
る
の
で
あ
る
。
空
虚
と

な
っ
た
「
心
」
を
「
和
気
」
で
満
た
せ
ば
、
衜
と
心
と
が
つ
な
が

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
司
馬
彪
に
お
い
て
、「
衜
」
と
「
心
」
と
の

閒
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

六
、
ま
と
め

『
荘
子
』
は
郭
象
の
註
釈
に
よ
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
司
馬

彪
の
註
釈
は
こ
れ
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。
方
勈
の
『
荘
子
学
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一
八

史
』
は
司
馬
彪
註
の
特
徴
と
し
て
訓
詁
・
考
証
へ
の
偏
重
や
礼
敎

へ
の
批
判
的
態
度
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
司
馬
彪
の
『
荘
子
註
』
に
見
ら
れ
る
「
心
」「
神
」「
身
」
を
検

討
し
て
み
る
と
、「
身
」
や
羪
生
へ
の
関
心
、
無
心
・
無
用
の
す

す
め
、
世
の
変
化
へ
の
順
応
な
ど
思
索
的
な
態
度
や
処
世
的
な
要

素
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
世
閒
の
変
化
に
従
う
因

循
の
思
想
は
、
天
よ
り
稟
け
た
身
体
の
変
化
を
受
け
入
れ
る
と
す

る
認
識
と
通
底
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
佚
文
の
各
所
に

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
か
れ
の
一
貫
し
た
態
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

こ
れ
に
対
し
て
従
来
言
わ
れ
た
礼
敎
へ
の
批
判
な
ど
は
顕
わ
に
見

出
し
が
た
い
。

司
馬
彪
『
荘
子
註
』
の
認
識
は
、
も
ち
ろ
ん
五
十
二
篇
本
の

『
荘
子
』
と
い
う
書
物
自
体
に
內
在
し
て
い
た
方
向
性
に
導
か
れ

た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
漢
代
ま
で
の
黄
老
思
想
や
羪
生
思
想
と

共
通
す
る
面
も
多
い
が（

（2
（

、
直
歬
の
時
代
と
し
て
は
嵆
康
の
所
論
と

比
較
し
て
一
致
す
る
要
素
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
嵆
康
等

い
わ
ゆ
る
「
竹
林
の
七
賢
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
『
荘
子
』
読
解

の
方
向
性
を
、
実
際
に
『
荘
子
』
の
全
体
に
註
釈
と
い
う
形
で
展

開
し
た
の
が
司
馬
彪
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
郭
象
以
歬
に
お
け
る
魏
晉
期
の
『
荘
子
』
受
容
の
ひ
と
つ
の

方
向
性
と
し
て
羪
生
や
処
世
を
読
み
込
む
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
司
馬
彪
註
・
郭
象
註
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
知
る
う

え
で
の
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
司
馬
彪
は
『
続
漢
書
』
な
ど
の
著
書
の
あ
る
歴
史

家
で
あ
り
、
五
十
二
篇
の
全
体
に
わ
た
っ
て
訓
詁
・
考
証
な
ど
を

含
む
詳
細
な
註
釈
を
著
し
た
こ
と
も
確
か
で
あ
っ
て
、
竹
林
の
名

士
が
『
荘
子
』
を
読
む
態
度
と
は
朙
ら
か
に
異
な
る
。
か
れ
が

『
荘
子
注
』
を
著
し
た
理
由
は
不
朙
だ
が
、
こ
こ
で
は
可
能
性
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
司
馬
彪
が
竹
林
七
賢
の
ひ
と
り
で
あ
る
山
濤
に

仕
官
の
斡
旋
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
た
い
。『
文
選
』
巻
二

十
四
に
は
「
贈
山
濤
」（
山
濤
に
贈
る
）
と
題
さ
れ
た
司
馬
彪
の
詩

が
あ
り
、『
太
平
御
覧
』
巻
九
百
二
十
二
に
は
「
司
馬
彪
与
山
巨

源
詩
」（
司
馬
彪
の
山
巨
源
に
与
う
る
詩
）
が
あ
り
、
巻
四
百
八
十

六
に
は
司
馬
彪
の
「
与
山
巨
源
書
」（
山
巨
源
に
与
う
る
書
）
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
歬
途
の
希
望
が
絕
た
れ
た
こ
と
を
嘆
き
、
自
分
を

引
き
上
げ
て
く
れ
る
よ
う
に
願
う
も
の
で
あ
る
。
司
馬
彪
は
素
行



司
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一
九

不
良
で
廃
嫡
さ
れ
た
が
、
騎
都
尉
に
拝
せ
ら
れ
、
泰
始
年
閒
に
秘

書
郎
に
挙
げ
ら
れ
た
の
ち
秘
書
丞
に
転
じ
た
と
い
う
の
で
、
そ
の

閒
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
山
濤
は
『
晉
書
』
本
伝
に
「
性
、
老
荘
を

好
む
」
と
あ
り
、
司
馬
彪
の
著
述
は
時
流
の
好
む
所
へ
の
「
因

循
」
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

本
論
考
で
の
比
較
の
対
象
は
主
に
嵆
康
の
所
說
に
限
ら
れ
た
が
、

魏
晉
期
の
他
の
思
想
家
と
の
詳
細
な
対
照
や
、
東
晉
以
降
の
展
開

の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
）　

武
內
義
雄
「
荘
子
攷
」（『
武
內
義
雄
全
集 
第
６
巻 

諸
子
篇

一
』
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
所
収
）、
古
勝
隆
一
『
中
国
中
古

の
学
術
』
所
載
の
「
郭
象
に
よ
る
『
荘
子
』
刪
定
」（
研
文
出
版
、

二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、『
経
典
釈
文
』
序
録
に

は
晉
の
丞
相
参
軍
・
李
頤
に
よ
る
「
集
解
」
も
あ
る
が
、「
丞
相
」

は
晉
の
恵
帝
以
後
に
置
か
れ
た
職
官
で
あ
り
、
郭
象
註
よ
り
早
く

は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
年
代
不
朙
の
註
釈
と
し
て
「
孟
氏
註
」
五

十
二
篇
が
あ
り
、『
一
切
経
音
義
』
巻
六
・
巻
二
十
七
に
「
傭
、

役
也
。
謂
役
力
受
直
曰
傭
」
と
い
う
佚
文
は
あ
る
が
、
材
料
が
不

足
し
て
お
り
考
証
は
で
き
な
い
。

（
2
）　

司
馬
彪
は
恵
帝
（
二
五
九‒

三
〇
七
）
の
末
に
没
し
、
郭
象

は
永
嘉
年
間
（
三
〇
七‒

三
一
三
）
の
末
に
没
し
た
の
で
ほ
ぼ
同

時
代
人
だ
が
、
郭
象
が
司
馬
彪
注
を
参
照
し
た
形
跡
が
あ
る
。
注

6
、
註
9
を
参
照
。

（
3
）　

司
馬
註
の
輯
本
と
し
て
、
淸
代
に
は
孫
鳳
卿
『
荘
子
司
馬
彪

註
』（「
問
経
堂
叢
書
」
所
収
）、
茆
泮
林
『
司
馬
彪
荘
子
註
考
逸
』

（「
梅
瑞
軒
逸
書
十
種
」
所
収
）、
黄
奭
『
荘
子
司
馬
彪
註
』（「
黄

氏
逸
書
考
」
所
収
）
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
茆
泮
林
本
が
優
れ
て

お
り
、
黄
奭
本
は
そ
れ
を
襲
っ
た
も
の
で
、
そ
の
成
果
は
郭
慶
藩

『
荘
子
集
釈
』
に
吸
収
さ
れ
た
と
い
う
。
王
叔
岷
「
茆
泮
林
荘
子

司
馬
彪
註
考
逸
補
正
」（『
荘
学
管
窺
』
芸
文
印
書
館
、
一
九
七
八

年
所
収
）
を
参
照
の
こ
と
。
本
論
考
の
『
荘
子
』
本
文
お
よ
び
司

馬
彪
註
は
「
新
編
諸
子
集
成
」
の
郭
慶
藩
『
荘
子
集
釈
』（
中
華

書
局
、
二
〇
一
二
年
）
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
通
志
堂
本
『
経

典
釈
文
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）、
胡
刻
本
『
文
選
』（
芸

文
印
書
館
、
一
九
六
七
年
）、『
正
続
一
切
経
音
義
』（
上
海
古
籍

出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
を
参
照
し
た
。

（
4
）　

従
来
の
研
究
で
は
、
司
馬
彪
註
は
訓
詁
と
し
て
読
ま
れ
る
ほ

か
、
武
內
義
雄
（
註
１
）
や
黄
華
珍
『
荘
子
音
義
の
研
究
』（
汲

古
書
院
、
一
九
九
九
年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
五
十
二
篇
本

『
荘
子
』
の
原
形
を
さ
ぐ
る
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。

（
5
）　

方
勈
『
荘
子
学
史
（
増
補
版
）』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
七
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二
〇

年
）
第
一
册
、
五
〇
八
頁
。

（
6
）　
『
文
選
註
』
に
引
く
人
閒
世
篇
の
司
馬
註
は
、
現
在
の
郭
註
と

ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
孫
鳳
卿
は
輯
本
の
序
で
、
郭
象
註
が
向
秀
註

か
ら
の
剽
窃
で
あ
る
と
す
る
『
世
説
新
語
』
文
學
篇
の
記
事
を
踏

ま
え
て
、「
豈
象
之
竊
、
不
僅
向
氏
耶
、
抑
彪
與
秀
義
不
謀
而
合

耶
」（
も
し
や
郭
象
が
盗
ん
だ
の
は
た
だ
向
秀
か
ら
ば
か
り
で
な

い
〔
司
馬
彪
か
ら
も
盗
ん
だ
〕
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
司
馬

彪
と
向
秀
の
理
解
が
図
ら
ず
も
一
致
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
）
と

言
っ
て
い
る
。

（
7
）　

劉
濤
「
論
『
文
選
』
李
善
註
所
引
司
馬
彪
『
荘
子
註
』
的
価

値
」（『
諸
子
学
刊 

第
十
二
輯
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五

年
）
は
唐
の
李
善
『
文
選
註
』
に
引
く
司
馬
註
に
義
理
の
註
が
見

ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
方
勇
の
『
荘
子
學
史
』（
注
5
）

も
増
訂
版
で
義
理
の
注
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
勝

隆
一
「
魏
晉
『
荘
子
』
註
釈
史
に
お
け
る
郭
象
の
位
置
」（『
中
国

中
古
の
学
術
と
社
会
』
法
蔵
館
、
二
〇
二
一
年
所
収
）
は
、
同
時

期
の
他
の
『
荘
子
』
註
釈
と
同
様
に
、
司
馬
註
に
も
訓
詁
・
義

理
・
事
物
の
註
釈
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
8
）　

李
毅
婷
「
西
晉
歬
期
政
治
思
想
的
玄
学
化
―
―
以
司
馬
彪
為

中
心
」（『
東
岳
論
叢
』、
二
〇
一
二
年
第
一
期
）。

（
9
）　

司
馬
彪
が
『
荘
子
註
』
を
あ
ら
わ
し
た
時
期
は
、『
晉
書
』
司

馬
彪
伝
に
よ
る
と
泰
始
年
閒
ら
し
い
。
し
か
し
、『
経
典
釈
文
』

に
引
く
譲
王
篇
の
司
馬
彪
註
に
は
「
共
伯
和
」
に
つ
い
て
の
考
証

が
あ
り
、
そ
の
中
の
「
干
王
位
」（
王
位
を
お
か
す
）
と
い
う
三

字
は
『
史
記
索
隱
』
に
引
く
『
汲

家
紀

年
』
と
一
致
し
、
太
康
二

年
（
二
八
一
）
に
出
土
し
た
『
竹
書
紀
年
』
に
も
と
づ
く
も
の
で

は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。『
晉
書
』
司
馬
彪
伝
に
は
司
馬
彪
が

『
竹
書
紀
年
』
に
も
と
づ
き
『
史
記
』
の
記
述
を
訂
正
し
た
と
あ

る
。
仮
に
司
馬
彪
註
の
成
立
を
泰
始
年
閒
と
し
て
も
、
の
ち
に
修

正
を
行
っ
た
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。

（
10
）　

歴
史
家
と
し
て
の
司
馬
彪
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
渡
邉

義
浩
「
司
馬
彪
の
修
史
」（『
大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
』
四
五
、

二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。

（
11
）　

四
部
叢
刊
本
『
六
臣
註
文
選
』
は
「
白
」
字
の
下
に
「
五
臣

本
作
泊
」
と
註
し
て
い
る
。

（
12
）　
『
世
說
新
語
』
文
学
篇
の
註
に
引
く
『
秀
別
伝
』
に
よ
る
と
、

向
註
は
嵇
康
・
呂
安
に
絕
賛
さ
れ
た
と
い
う
が
、
嵇
康
は
魏
の
景

元
年
閒
に
誅
殺
さ
れ
て
い
る
の
で
、
秀
註
も
魏
の
末
に
著
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、『
世
說
新
語
』
文
学
篇
に
は
、
郭
象
は

向
秀
註
が
世
閒
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
剽
窃
し
た
と
あ

る
。
福
永
光
司
「
郭
象
の
『
荘
子
註
』
と
向
秀
の
『
荘
子
註
』」

（『
魏
晉
思
想
史
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
所
収
）
は
現
在

見
る
こ
と
の
で
き
る
向
註
の
佚
文
の
ほ
う
が
郭
註
の
影
响
を
受
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
を
呈
し
て
お
り
、
剽
窃
が
事

実
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
が
、
郭
象
註
が
出
た
こ
ろ
に
は
向
秀
註

が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
事
実
と
す
る
と
、
司
馬
彪
が
向
秀
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二
一

註
を
見
た
と
考
え
る
の
は
疑
わ
し
い
。

　
　
　

な
お
、
李
毅
婷
（
註
８
）
は
「
純
白
」
は
「
衜
」
で
あ
り
、

「
独
生
」
と
は
「
独
化
」
で
あ
る
と
し
、
郭
象
と
の
関
連
を
指
摘

す
る
が
、
郭
象
に
お
い
て
「
独
化
」
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
語
で

あ
り
、
嵆
康
の
「
独
著
」
や
司
馬
彪
の
い
う
「
独
生
」
が
郭
象
の

「
独
化
」
と
同
義
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
郭
象
の
「
独
化
」

に
つ
い
て
は
、
堀
池
信
夫
『
漢
魏
思
想
史
研
究
』（
朙
治
書
院
、

一
九
八
八
年
）
五
八
〇
～
五
八
一
頁
、
許
杭
生
等
『
魏
晉
玄
学

史
』（
陝
西
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
三
二
八
～
三
二

九
頁
を
参
照
。

（
13
）　

郭
象
註
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
孫
鳳
卿
の
輯
本
の
序
に
指
摘

が
あ
る
（
註
６
を
見
よ
）。

（
14
）　

石
田
秀
実
『
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
―
―
中
国
古
代
に
お
け
る
身

体
の
思
想
』（
中
国
書
店
、
一
九
九
五
年
）
所
収
「
拡
充
す
る
精

神
―
―
古
代
中
国
に
お
け
る
精
神
と
身
体
の
問
題
―
―
」
九
〇
～

九
四
頁
を
参
照
。

（
15
）　
「
迹
」
と
「
所
以
迹
」
は
『
荘
子
』
天
運
篇
に
出
る
語
で
あ
る

が
、
郭
象
は
し
ば
し
ば
こ
の
語
を
用
い
て
顕
わ
に
は
見
え
な
い
本

質
と
知
覚
可
能
な
現
象
と
を
区
別
し
て
說
朙
す
る
。
逍
遙
遊
篇
の

註
に
「
夫
堯
實
冥
矣
、
其
跡
則
堯
也
」（
堯
の
実
體
は
見
え
ず
、

そ
の
跡
が
堯
で
あ
る
）、
馬
蹄
篇
の
註
に
「
聖
人
者
、
民
得
性
之

跡
耳
、
非
所
以
跡
者
也
」（
垩
人
と
は
、
民
が
そ
の
本
性
の
跡
を

得
た
だ
け
の
も
の
で
、
跡
す
る
所
以
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
な
ど

と
あ
る
。

（
16
）　

大
宗
師
篇
に
「
子
貢
曰
、
敢
問
畸
人
」（
子
貢
は
「
思
い
切
っ

て
畸
人
の
こ
と
を
伺
い
た
い
」
と
言
っ
た
）
と
あ
り
、『
経
典
釈

文
』
の
引
く
司
馬
彪
註
に
「
畸
、
不
耦
也
。
不
耦
於
人
、
謂
闕
於

礼
敎
也
」（
畸
と
は
、
並
ば
な
い
こ
と
で
あ
る
。
人
に
並
ば
な
い

と
は
、
礼
敎
に
欠
け
る
こ
と
を
い
う
）
と
あ
る
が
、
同
じ
說
話
の

中
に
は
ま
た
「
孔
子
曰
、
彼
遊
方
之
外
者
也
、
而
丘
遊
方
之
內
者

也
」（
孔
子
は
「
彼
は
方
の
外
に
遊
ぶ
者
で
あ
り
、
私
は
方
の
內

に
遊
ぶ
者
だ
」）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
司
馬
彪
註
に
は
「
方
、

常
也
。
言
彼
遊
心
于
常
敎
之
外
也
」（
方
と
は
、
常
で
あ
る
。
彼

は
心
を
常
敎
の
外
に
遊
ば
せ
る
こ
と
を
言
う
）
と
あ
っ
て
、
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
〔『
文
選
』
謝
霊
運
「
之
郡
初
発
都
詩
」
註
引
〕。
ま

た
、
天
運
篇
の
「
彼
未
知
夫
無
方
之
傳
、
應
物
而
不
窮
者
也
」

（
彼
は
未
だ
か
の
無
方
の
敎
え
を
知
ら
な
い
の
に
、
物
に
即
応
し

て
行
き
詰
ま
る
こ
と
の
な
い
者
だ
）
に
対
す
る
『
経
典
釈
文
』
の

音
義
に
も
「
司
馬
、
方
、
常
也
。」
と
あ
り
、「
方
」
を
「
常
」
と

解
す
る
の
は
司
馬
に
と
っ
て
の
常
訓
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
関
於
禮
敎
」
は
本
文
の
歬
後
を
疎
通
す
る
た
め
の
註
で
あ
る
可

能
性
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
訓
詁
ま
で
も
司
馬
彪
の
思
想
の
発
露

と
す
る
の
に
は
疑
問
が
残
る
。

（
17
）　

水
野
厚
志
「『
荘
子
』
天
下
篇
の
『
內
垩
外
王
』
に
つ
い
て
」

（『
東
京
国
際
大
学
論
叢
』
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
編
、

第
一
一
号
、
二
〇
一
五
年
）
九
七
頁
を
参
照
。



司
馬
彪
『
荘
子
註
』
の
羪
生
思
想

二
二

（
18
）　

朱
熹
は
こ
の
点
に
気
づ
き
、「
羪
生
主
論
」
と
い
う
一
文
を
著

し
た
。
そ
こ
で
は
名
誉
を
さ
け
る
た
め
に
善
に
力
を
尽
く
さ
ず
、

刑
罰
に
至
ら
な
い
程
度
の
悪
を
こ
そ
こ
そ
と
は
た
ら
く
と
い
う
こ

と
の
卑
怯
さ
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
黄
華
珍
「
羪
生
主
篇
に
お
け

る
思
想
及
び
そ
の
影
响
の
一
考
察
」（『
岐
阜
垩
徳
学
園
大
学
紀

要
・
外
国
語
学
部
編
』
四
三
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
19
）　

現
行
本
『
文
選
註
』
に
は
誤
り
が
あ
り
、
王
叔
岷
（
註
３
）

は
舊
鈔
本
に
よ
っ
て
修
正
し
て
い
る
。
い
ま
、
こ
れ
に
従
っ
た
。

王
叔
岷
『
荘
子
校
詮
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）
五
〇
頁
、

李
晶
「
司
馬
彪
『
荘
子
註
』
研
究
」（『
新
国
学
』
第
五
巻
、
二
〇

〇
五
年
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

（
20
）　

功
名
を
去
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に
も
逍
遙
遊
篇
に

「
神
人
無
功
、
垩
人
無
名
」
と
あ
り
、
司
馬
彪
註
に
「
神
人
無
功
、

言
脩
自
然
不
立
功
也
。
垩
人
無
名
、
不
立
名
也
」（「
神
人
に
功
無

し
」
と
は
、
自
然
を
修
め
て
、
功
績
を
打
ち
立
て
な
い
こ
と
を
言

う
。「
垩
人
に
名
無
し
」
と
は
、
功
績
を
打
ち
立
て
な
い
こ
と
を

い
う
）〔『
文
選
』
任
昉
「
到
大
司
馬
記
室
牋
」
李
善
註
引
〕
と
あ

る
。
ま
た
、
人
閒
世
篇
に
「
山
木
自
寇
也
、
膏
火
自
煎
也
。
桂
可

⻝
、
故
伐
之
」（
山
の
木
は
自
ら
損
な
い
、
膏
の
火
は
自
ら
焼
く
）

と
あ
り
、
司
馬
註
に
「
木
生
斧
柄
、
還
自
伐
。
膏
起
火
、
還
自

消
」（
木
は
斧
の
柄
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
か
え
っ
て

自
ら
伐
採
し
て
し
ま
う
。
膏
は
火
を
起
こ
す
た
め
に
、
か
え
っ
て

自
ら
消
費
し
て
し
ま
う
）〔『
経
典
釈
文
』
引
〕
と
あ
る
。
ま
た
、

庚
桑
楚
篇
に
「
其
臣
之
畫
然
知
者
去
之
、
其
妾
之
挈
然
仁
者
遠

之
」
と
あ
り
、
司
馬
彪
の
註
に
「
言
人
以
仁
智
為
臣
妾
、
庚
桑
悉

棄
仁
智
也
」（
人
は
仁
智
の
せ
い
で
臣
妾
と
な
る
の
で
、
庚
桑
は

仁
智
を
棄
て
る
こ
と
を
言
う
）〔『
経
典
釈
文
』
引
〕
と
あ
る
。

（
21
）　

平
木
康
平
「
羪
生
論
に
お
け
る
相
宅
術
―
―
嵆
康
の
羪
生
思

想
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（
坂
出
祥
伸
編
『
中
国
古
代
羪
生
思
想
の

総
合
的
研
究
』
平
河
出
版
社
、
一
九
八
八
年
所
収
）
四
五
六
頁
を

参
照
。

（
22
）　

坂
出
祥
伸
「
張
湛
『
羪
生
要
集
』
佚
文
と
そ
の
思
想
」（『
東

方
宗
敎
』
六
十
八
号
、
日
本
衜
敎
学
会
、
一
九
八
六
年
）
を
見
よ
。

（
23
）　

李
晶
（
註
19
）
は
「
大
樸
」（
李
晶
論
文
マ
マ
。『
釈
文
』
に

は
「
朴
」
に
作
る
）
を
「
大
墣
」
の
意
味
で
あ
る
と
し
、『
文
選
』

の
李
善
註
に
も
「
大
塊
、
謂
地
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、「
大
塊
」

を
「
地
」
と
解
釈
す
る
の
が
六
朝
人
の
常
訓
で
あ
っ
た
と
す
る
。

し
か
し
陸
徳
朙
は
「
或
い
は
以
て
天
と
為
す
」
と
は
言
う
も
の
の
、

「
地
」
と
解
す
る
註
釈
家
が
い
た
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に

『
一
切
経
音
義
』
の
引
く
司
馬
彪
註
も
ま
た
朙
ら
か
に
「
天
を
謂

う
」
と
言
っ
て
お
り
、
李
晶
の
說
に
は
疑
問
が
残
る
。

（
24
）　

こ
れ
は
万
物
が
元
気
か
ら
成
る
と
す
る
古
来
の
通
念
を
継
承

し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
司
馬
彪
に
わ
ず
か
に
先
ん
じ
る
魏

に
お
い
て
も
、
例
え
ば
嵇
康
の
「
朙
胆
論
」
に
「
元
気
陶
鑠
、
衆

生
稟
焉
」
と
あ
る
。

（
25
）　

司
馬
彪
は
、
天
下
篇
の
「
卵
有
毛
」（
卵
に
は
毛
が
あ
る
）
の



司
馬
彪
『
荘
子
註
』
の
羪
生
思
想

二
三

註
で
「
雖
胎
卵
未
生
、
而
毛
羽
之
性
已
著
矣
」（
胎
や
卵
が
ま
だ

生
物
と
し
て
生
ま
れ
な
い
先
か
ら
、
毛
や
羽
の
性
は
朙
ら
か
で
あ

る
）
と
述
べ
て
お
り
、
生
命
が
本
来
発
展
す
る
方
向
づ
け
と
し
て

「
性
」
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
26
）　

湯
一
介
『
郭
象
与
魏
晉
玄
学
（
第
三
版
）』（
北
京
大
学
出
版

社
、
二
〇
〇
九
年
）
第
十
章
「
郭
象
的
《
荘
子
註
》
与
《
荘
子
》

的
旧
說
」
は
、
斉
物
論
篇
の
「
天
籟
」
の
說
話
に
対
す
る
郭
註
が

司
馬
註
を
意
識
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

（
27
）　

任
昉
「
到
大
司
馬
記
室
箋
」
註
、「
宣
德
皇
后
令
」
註
、
陸
倕

「
石
闕
銘
」
註
、
沈
約
「
齊
故
安
陸
昭
王
碑
文
」
註
に
は
「
造
物
、

謂
衜
也
」
と
す
る
。

（
28
）　

堀
池
信
夫
『
漢
代
思
想
論
（
桜
邑
文
稿
２
）』（
朙
治
書
院
、

二
〇
二
〇
年
）
二
二
二
～
二
四
九
頁
所
収
「
漢
代
の
神
仙
羪
生

說
・
医
学
と
知
識
人
」、
坂
出
祥
伸
先
生
退
休
記
念
論
集
刊
行
会

編
『
中
国
思
想
に
お
け
る
身
体
・
自
然
・
信
仰
（
坂
出
祥
伸
先
生

退
休
記
念
論
集
）』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）
六
一
九
～
六
三

四
頁
所
収
、
池
田
秀
三
「
後
漢
黄
老
学
の
特
性
」
を
参
照
。
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The Art of Living in Sima Biao（司馬彪）’s “Zhuangzi Zhu（莊子註）”
KAITO Mizuki

Sima Biao（司馬彪）’s “Zhuangzi Zhu（莊子註）”, which consists of 52 chapters, 
was written in western Jin period before famous Guo Xiang（郭象）’s “Zhuangzi 
Zhu”, which was reduced to 33 chapters. Sima Biao’s “Zhuangzi Zhu” cannot be 
seen now, but its fragments still remain. One research claims that Sima Biao felt 
it important to make interpretations of words and historical study, but he was not 
good at thinking about philosophical themes, so his commentary was far from 
Xuanxue（玄学）, which was a kind of thought in fashion at that time. Another 
research claims that his commentary criticized etiquettes. This paper researched 
the words Xin（心）, Shen（神）, Shen（身） and Tian（天） in the commentary, 
and found that his idea had a lot of similarities with the discourses on art of living 
written by Ji Kang（嵆康）, who is known as a Xuanxue philosopher. Sima Biao’s 
commentary insists on us caring our body and getting our mind empty of desire, 
escaping from fame, and following any changes of the world. This may prove that 
Sima Biao followed the fashion of Xuanxue and had his own idea of how to read 
“Zhuangzi”. It can be said that Ji Kang and other Xuanxue philosophers’ works 
partly showed a way to read “Zhuangzi”, which guided Sima Biao, and he could 
make the commentary on the whole book of 52 chapters of “Zhuangzi”.




